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２うと市議会だより　第２７号

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
水
道
事
業
会
計

２０

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
営
企
業
法
第　

条
第
４
項
の
規
定
に

３０

よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
の
認

定
に
付
す
る
も
の
。

　

総
収
益
は
４
億
６
、
９
３
１
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
６
、
４
９
５
万
円
の
増
額
、
総
費
用
は

４
億
４
、
６
７
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
９
５

５
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
損
益
で
２
、

２
６
１
万
円
の
純
利
益
で
あ
る
。

　　　
◆
宇
土
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
数
の
変
動
に
伴
い
、
実
人
員
に
即

し
て
定
員
の
数
を
改
め
る
も
の
。

　

・
６
１
３
人　

→　

６
０
０
人

　

・
施
行
日　

平
成　

年　

月
１
日　

２１

１０

◆
宇
土
市
農
村
運
動
広
場
施
設
等
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
主
な
改
正
内
容
】

　

県
営
網
津
地
区
農
村
活
性
化
住
環
境
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
七
曲
池
農
村
公

園
広
場
施
設
及
び
堀
迫
農
村
公
園
広
場
施
設
に

つ
い
て
、
事
業
の
完
了
に
伴
い
追
加
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
駐
輪
場
条
例
に
つ
い
て

　

宇
土
市
駐
輪
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
の
制
定
を
行

う
も
の
。

【
制
定
の
理
由
等
】

　

既
存
の
駐
輪
場
及
び
新
た
に
整
備
す
る
宇
土

駅
東
口
駐
輪
場
並
び
に
西
口
駐
輪
場
に
つ
い
て
、

将
来
に
わ
た
り
良
好
な
管
理
を
行
い
、
利
用
者

が
安
全
か
つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
維

持
に
務
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◆
宇
土
駅
自
由
通
路
条
例
に
つ
い
て

　

宇
土
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
を
告
示
の

日
か
ら
供
用
開
始
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
、
名
称
は
、
宇
土
駅
自
由
通
路
と
し
、

管
理
上
必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
駅
前
広
場
条
例
に
つ
い
て

　

宇
土
市
駅
前
広
場
を
告
示
の
日
か
ら
供
用
開

始
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、
名

称
は
、
宇
土
駅
東
口
広
場
、
宇
土
駅
西
口
広
場

と
し
、
駐
車
料
金
を
規
定
す
る
ほ
か
、
管
理
上

必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
下
水
道
条
例
及
び
宇
土
市
漁

業
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
主
な
改
正
内
容
】

・
手
数
料
及
び
延
滞
金
の
徴
収
を
行
う
た
め
、

水
道
使
用
料
等
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
下
水

道
使
用
料
等
に
つ
い
て
も
督
促
状
の
発
行
１
通

に
つ
き
１
０
０
円
の
督
促
手
数
料
を
徴
収
す
る

も
の
。

・
施
行
日　

平
成　

年　

月
１
日

２１

１０

◆
宇
土
市
公
共
下
水
道
運
営
基
金
条
例

に
つ
い
て

　

宇
土
市
公
共
下
水
道
事
業
の
運
営
に
要
す
る

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

・
施
行
日　

平
成　

年　

月
１
日 

２１

１０

平成 21平成 21年年　第 3回定例第 3回定例会会

決

算

条

例

　第２回定例会を９月２日から１７日まで１６日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、平成２１年度一般会計補正予算（第４号）など予算関係９件、宇土駅自
由通路条例など条例関係７件、決算関係１２件、宇土市教育委員会委員の任命の人事案件１件、
その他２件、議員提出議案として、地方自治の継続性を守るための予算執行を求める意見書の
１件が上程され、決算認定１１件については、決算審査特別委員会を設置、付託し、１２月議会開
会までの間、閉会中の継続審査としました。
　なお、議案の主な内容は下記のとおりです。

七曲池農村公園広場



３ 平成２１年１１月１５日

契　

約

◆平成２１年度宇土市一般会計補正予算（第４号）
　「国の経済危機対策関連事業」「７月の大雨災害にかかる事業」「その他の通常事業」の補正として、歳入歳出それぞれ
２１億４，５０６万５千円を増額し、総額を１５３億９，２５９万７千円とする。

歳出の主なもの補正額（千円）費目（歳出概要）
過誤納還付金・加算金、住基システム・住基ネット接続サーバー更新経費７０，３８５総 務 費
介護施設スプリンクラー設置費補助金、子育て応援特別手当交付事業、住居を無く
した離職者への住宅手当４３，１８０民 生 費

住宅用太陽光発電システム設置費補助金△１１，７０１衛 生 費
新農業水利システム保全対策事業補助金、地域特産物産地づくり支援事業補助金、
漁業集落環境整備事業２１，４３８農林水産業費

悪質商法被害防止事業１，３９８商 工 費
道路維持補修事業、地域連携推進事業（道路改修）、準用河川改修事業、公営住宅外
壁改修事業６６１，０７１土 木 費

宇土小学校改築費（Ⅱ期工事前倒し分）、網津小学校改築費（Ⅱ期工事前倒し分）、
中学校地デジ放送対応設備改修工事１，３４９，６５３教 育 費

農林水産業施設災害復旧費１３，６１８災害復旧費

◆
鹿
児
島
本
線
宇
土
駅
構
内
自
由
通

路
新
設
工
事
の
施
行
に
関
す
る
協

定
の
変
更
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

自
由
通
路
新
設
工
事
の
実
施
に
伴
い
、

設
計
の
一
部
を
変
更
し
て
実
施
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
変
更

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

・
協
定
の
金
額

　

変
更
前　

５
億
６
、
５
３
２
万
２
千
円

　

変
更
後　

６
億　
　

３
７
７
万
４
千
円

◆
宇
土
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て 

木
村
峰
子
（
敬
称
略
）

　　
◆
宇
土
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
認
定
す
る
路
線
名
】

　

・
伊
無
田
打
越
線
、
新
小
路
５
号
線

　
◆
平
成　

年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保

２１

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
、
７
８
３
万
９

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を　

億
６
、
５
７

４４

１
万
９
千
円
と
す
る
。
補
正
の
主
な
内
容

は
、
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
な
ど

を
補
正
す
る
も
の
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
公
共
下
水
道

２１

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、
４
８
４
万
８

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を　

億
８
、
６
７

１２

８
万
１
千
円
と
す
る
。
補
正
の
主
な
内
容

は
、
企
業
会
計
移
行
業
務
委
託
料
及
び
下

水
道
台
帳
整
備
委
託
料
な
ど
を
補
正
す
る

も
の
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特

２１

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
、
６
０
６

万
円
を
増
額
し
、
総
額
を　

億
２
、
１
７

２７

２
万
９
千
円
と
す
る
。
補
正
の
主
な
内
容

は
、
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
な
ど

を
補
正
す
る
も
の
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
漁
業
集
落
排

２１

水
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
６
万
９
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
９
、
１
６
９
万
円
と

す
る
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、
管
渠
築
造

に
伴
う
工
事
請
負
費
な
ど
を
補
正
す
る
も

の
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
後
期
高
齢
者

２１

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
３
万
９
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
３
億
３
、
４
４
２
万

１
千
円
と
す
る
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を
補

正
す
る
も
の
。

そ

の

他

予　

算

人　

事

宇土駅東口



４

一般質問

うと市議会だより　第２７号

災害時要援護者支援パンフレット

災害時における要援護者の支援体制づくりを

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
対
策
へ
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て　
　
　
　

芥
川
議
員　

全
体
計
画
の
策
定
状
況

に
つ
い
て
。

中
田
健
康
福
祉
部
長　

避
難
支
援
対

象
者
の
範
囲
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
役
割
分
担
、
情
報
の
収
集
・
共
有

の
方
法
、
避
難
準
備
情
報
等
の
発

令
・
伝
達
、
支
援
体
制
な
ど
災
害
時

要
援
護
者
対
策
の
取
組
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
詳
細
版
に
つ
い
て
原
案
を

作
成
中
。

芥
川
議
員　

災
害
時
要
援
護
者
名
簿

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

中
田
健
康
福
祉
部
長　

手
上
げ
方
式
、

同
意
方
式
お
よ
び
共
有
情
報
方
式
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
名
簿
登
録
を
行

い
、
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
端
末
へ
入

力
登
録
を
完
了
し
、
現
在
登
録
者
数

は
、
１
０
８
３
人
。
更
新
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
く
。 

芥
川
議
員　

避
難
支
援
個
別
計
画
の

策
定
と
併
せ
て
、
避
難
訓
練
等
の
実

施
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
。

小
沢
市
民
環
境
部
長　

全
体
計
画
の

策
定
作
業
と
平
行
し
て
進
め
て
い
き
、

そ
の
受
け
皿
と
な
る
自
主
防
災
組
織

の
充
実
、
現
在
実
施
し
て
い
る
訓
練

に
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
訓
練
等

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
総
合
的
な
訓

練
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

芥
川
議
員　

持
続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）
へ
の
取
り
組
み
が
各
県
で
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
宇
土
市
内
の
各
小

中
学
校
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー

ル
へ
の
参
加
・
活
用
の
予
定
は
あ
る

か
。

山
内
教
育
部
長　

各
学
校
に
お
い
て
、

宇
土
市
教
育
立
市
プ
ラ
ン
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
の

育
成
」
を
目
指
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
趣
旨

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
へ

の
参
加
に
よ
る
国
内
外
の
学
校
と
の

連
携
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
本
市
内
外
の
情
勢
も
勘
案
し
な

が
ら
、
更
に
検
討
を
し
て
い
く
。

芥
川
議
員　

本
市
の
小
中
学
校
に
お

け
る
薬
物
乱
用
防
止
教
育
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

本
市
の
全
小
中
学

校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
年
１
回

実
施
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
熊
本
県

警
の
「
ゆ
っ
ぴ
ー
号
」
を
活
用
し
、

薬
物
乱
用
防
止
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
本

格
流
行
と
本
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て 

芥
川
議
員　

予
防
の
た
め
の
啓
発
活

動
、
高
リ
ス
ク
者
対
策
、
介
護
・
福

祉
施
設
で
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
対
策
、

学
校
・
保
育
現
場
で
の
予
防
策
や
流

行
が
起
き
た
際
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

中
田
健
康
福
祉
部
長　

国
内
流
行
宣

言
を
受
け
て
、
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

今
後
、
適
切
な
対
策
が
速
や
か
に
取

れ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
取
っ
て
い
く
。

芥
川
幸
子　
議
員

（
公
明
党
）



５

一般質問

平成２１年１１月１５日

県立宇土中学校開校記念式典

国に負けない子育て支援・政策を

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て 

上
村
議
員　

奨
学
金
制
度
は
、
主
に

給
付
型
と
貸
与
型
が
あ
る
。
宇
土
市

は
高
校
生
の
み
を
対
象
と
し
た
給
付

型
で
あ
る
。
他
の
地
方
自
治
体
の
制

度
は
大
学
生
や
専
門
学
校
生
ま
で
範

囲
を
広
げ
た
貸
与
型
が
多
い
。
民
主

党
は
、「
子
育
て
・
教
育
」
を
政
策

の
柱
に
置
い
て
、
子
ど
も
手
当
、
高

校
実
質
無
償
化
、
大
学
生
へ
の
奨
学

金
の
拡
充
を
約
束
し
、
国
を
あ
げ
て

子
育
て
・
教
育
に
取
り
組
む
つ
も
り

で
あ
る
。
子
ど
も
達
の
修
学
の
機
会

を
増
や
す
た
め
は
、
多
く
の
奨
学
金

の
制
度
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
今
年
開
校
し
た
県
立
宇
土

中
学
校
に
対
す
る
小
学
生
保
護
者
の

関
心
は
高
い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
、

県
立
宇
土
中
入
学
者
の
デ
ー
タ
は
ど

の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
、
特
に
、

市
内
各
中
学
校
と
の
格
差
が
開
く
可

能
性
が
あ
る
。
子
ど
も
達
の
学
力
、

ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他
の
能
力
向
上
の

た
め
の
、
市
内
３
中
学
校
お
よ
び
教

育
委
員
会
と
し
て
、
何
ら
か
の
対
応
、

話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

山
内
教
育
部
長　

現
在
、
奨
学
金
の

給
付
型
、
貸
与
型
等
支
給
方
式
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。

検
討
の
方
向
性
と
し
て
は
、
給
付
型

の
拡
充
が
可
能
な
の
か
、
ま
た
は
、

貸
与
型
の
導
入
が
可
能
な
の
か
、
さ

ら
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
等
公
的
機
関
を
は
じ
め
銀
行

等
の
ロ
ー
ン
か
ら
の
借
り
入
れ
利
子

分
に
つ
い
て
、
市
か
ら
補
給
す
る
方

法
は
導
入
で
き
な
い
か
等
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
返
還
の
負
担
感
や

滞
納
の
問
題
、
財
源
の
問
題
等
が
あ

る
。
今
後
、
国
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
さ
ら
に
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
県
立
宇
土
中
入
学
者
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
内
の

出
身
小
学
校
別
の
人
数
は
把
握
し
て

い
る
。
能
力
向
上
の
た
め
の
市
内
３

中
学
校
と
教
育
委
員
会
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
は
、
特
に
は
行
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
ま
ず
教
育
立
市
プ
ラ

ン
に
掲
げ
て
い
る
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
各
種
の

施
策
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
、

幼
稚
園
長
と
小
中
学
校
長
、
教
育
委

員
会
事
務
局
で
定
例
会
議
を
開
催
し

て
い
る
が
、
こ
の
会
議
に
宇
土
中
学

校
長
に
も
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
の
場
で
お
互
い
に
情
報
交

換
・
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
生
徒
間
や
先
生
間
の
交
流
も
盛

ん
に
し
て
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
『
教
育
立
市
う
と
』
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上
村
雄
二
郎　
議
員

（
無
所
属
）



６

一般質問

うと市議会だより　第２７号

銅像の初清掃後、小西行長について学ぶ、宇土小の子どもたち

「小西行長公」の再評価と地域活性化について

歴
史
的
人
物
、
小
西
行
長
公

の
再
評
価
と
地
域
活
性
化
に

つ
い
て 

九
谷
議
員　
「
シ
リ
ー
ズ
再
検
証
・

小
西
行
長
」
講
演
会
の
評
価
及
び
市

民
の
関
心
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

毎
回
、
市
民
会
館

大
会
議
室
が
満
杯
と
な
る
盛
況
で
、

講
演
会
を
と
お
し
て
小
西
行
長
公
の

業
績
、
人
物
像
に
新
た
な
認
識
が
生

ま
れ
、
小
西
氏
顕
彰
の
気
運
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
の　

月
７

１１

日
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
小
西
行
長
を
見

直
す
』」
と
題
し
て
、
討
論
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

九
谷
議
員　

小
西
行
長
に
ま
つ
わ
る

資
料
の
調
査
及
び
収
集
に
つ
い
て

山
内
教
育
部
長　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓

国
で
の
資
料
の
調
査
・
収
集
を
は
か

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
小
西
像
の

解
明
や
再
評
価
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
調
査
を
踏
ま
え
「
小
西
行

長
展
」
の
展
示
会
が
開
催
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

九
谷
議
員　

宇
土
城
跡
の
観
光
資
源

と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

今
後
の
宇
土
城
跡

に
つ
い
て
は
、
説
明
看
板
や
案
内
標

識
に
韓
国
語
や
英
語
の
表
記
を
行
う

サ
イ
ン
計
画
、
散
策
路
、
駐
車
場
の

確
保
、
記
念
碑
建
設
な
ど
が
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
経
済
部
や
建
設
部
な
ど
関

係
部
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

九
谷
議
員　

小
西
行
長
を
介
し
た
行

政
お
よ
び
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
と

日
韓
友
好
都
市
締
結
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

研
究
の
相
互
交
流

が
進
み
、
講
演
会
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
宇
土
で
開
催
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
両
国
の
友
好
関
係
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

田
口
市
長　

韓
国
に
小
西
行
長
が
築

城
し
た
倭
城
の
あ
る
都
市
と
、
宇
土

市
が
友
好
都
市
交
流
す
る
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

小
西
行
長
へ
の
認
識
を
深
め
る
努
力

を
行
い
、
韓
国
と
の
交
流
促
進
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

九
谷
新
吾　
議
員

（
無
所
属
）



７

一般質問

平成２１年１１月１５日

子育て支援課窓口

子ども医療費の無料化と手続きの簡素化を

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
の
一
部
負
担
を
な

く
し
、
無
料
化
す
べ
き
で
は

な
い
か 

福
田
議
員　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
年
齢
を
引
き
上
げ
、
中
学
校
３
年

生
ま
で
助
成
を
す
る
自
治
体
が
県
下

で
も
増
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
小

学
校
３
年
生
ま
で
の
助
成
で
一
部
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
の
公
約
で

あ
る
新
幹
線
開
通
の
効
果
を
活
か
し

た
定
住
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
し
、
若
者
の
定
着
を
進
め
る
た
め

に
も
来
年
度
か
ら
医
療
費
の
一
部
負

担
を
な
く
し
、
無
料
化
を
は
か
り
、

子
育
て
支
援
に
よ
り
力
を
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

田
口
市
長　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
、
県
下　

市
の
中
で
は

１４

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、
無
料
化
に
つ

い
て
は
来
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

十
分
検
討
し
た
い
。

医
療
費
の
窓
口
払
い
を
な

く
せ 

福
田
議
員　

子
ど
も
医
療
費
で
は
、

病
院
の
窓
口
で
医
療
費
を
全
額
支
払

い
、
後
で
市
に
払
い
戻
し
の
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
育
て

中
の
家
庭
に
と
っ
て
は
大
変
な
負
担

で
あ
る
。
乳
幼
児
医
療
費
同
様
、
窓

口
払
い
を
な
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

中
田
健
康
福
祉
部
長　

就
学
前
の
乳

幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
市
外
医

療
機
関
は
償
還
払
い
（
病
院
窓
口
で

医
療
費
の
全
額
払
い
）
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
内
は
現
物
給
付
（
病
院
窓

口
で
の
負
担
な
し
）
の
取
扱
い
に

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費
に
つ

い
て
も
市
内
の
医
療
機
関
と
協
議
し
、

利
用
者
の
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
今
後
、
検
討
し
た
い
。

個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
に
助
成
制
度
を

福
田
議
員　

県
内
に
は
、
南
阿
蘇
か

ら
日
奈
久
に
か
け
て
、
布
田
川
・
日

奈
久
活
断
層
が
走
り
、
大
き
な
地
震

が
発
生
す
る
確
率
が
高
い
活
断
層
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
地
震
か
ら
市
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

建
物
の
耐
震
化
や
地
震
に
備
え
た
日

頃
か
ら
の
対
策
を
取
る
以
外
に
な
い
。

市
は
こ
れ
ま
で
小
中
学
校
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
計
画

的
に
取
り
組
み
、
力
を
入
れ
て
こ
ら

れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

同
時
に
、
市
と
し
て
の
耐
震
改
修
促

進
計
画
な
ど
を
作
成
し
、
個
人
住
宅

に
対
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
な

ど
助
成
制
度
を
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

久
多
見
建
設
部
長　

民
間
住
宅
の
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
国

２０

の
補
助
要
項
の
改
正
が
行
わ
れ
、
本

市
全
域
が
該
当
地
域
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
「
宇
土
市
建
築
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

福
田
慧
一　
議
員

（
日
本
共
産
党
）



８

一般質問

うと市議会だより　第２７号

うと地蔵まつり「造りもん」

地蔵まつりの今後の課題について

中
心
市
街
地
に
お
け
る
環
境

整
備
に
つ
い
て 

杉
本
議
員　

中
心
市
街
地
に
お
け
る

公
園
づ
く
り
と
今
後
の
市
民
広
場
の

活
用
策
に
つ
い
て
。

久
多
見
建
設
部
長　

中
心
市
街
地
に

相
応
し
く
中
央
公
園
は
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
広
場

は
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

多
目
的
な
機
能
を
も
つ
芝
生
広
場
と

し
て
、
身
近
で
使
い
や
す
い
公
園
を

目
指
し
た
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

杉
本
議
員　

市
街
地
に
分
か
り
や
す

い
案
内
板
（
街
図
）
設
置
の
要
望
を

聞
く
が
設
置
す
る
考
え
は
。

園
村
経
済
部
長　

現
在
、
全
庁
的
に

サ
イ
ン
計
画
を
協
議
し
て
お
り
、
こ

の
中
で
協
議
を
図
り
た
い
。

杉
本
議
員　

城
之
浦
地
区
の
県
道
沿

い
の
街
路
灯
が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

園
村
経
済
部
長　

県
道
の
改
修
が
な

さ
れ
、
地
元
か
ら
の
要
望
等
に
よ
り

整
備
計
画
を
進
め
た
い
。

杉
本
議
員　

市
街
地
の
歩
道
は
、
現

在
の
ま
ま
で
良
い
か
、
使
い
に
く
く

は
な
い
か
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
休
憩
所
と
し
て
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
設
置
等
、
高
齢
者
に
配
慮
し

た
魅
力
あ
る
道
路
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

久
多
見
建
設
部
長　

今
後
も
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

提
案
の
件
に
つ
い
て
は
、
整
備
ス

ペ
ー
ス
が
生
じ
た
場
合
に
は
十
分
検

討
し
た
い
。

地
蔵
ま
つ
り
に
つ
い
て

杉
本
議
員　

今
年
の
祭
り
の
感
想
と

課
題
は
。

園
村
経
済
部
長　

２
日
間
通
し
て
晴

天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
数
、
造
り
物

の
出
品
数
と
も
に
増
加
し
、
十
分
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
と
思
う
。
課
題

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
の
確
保
と
渋

滞
の
緩
和
対
策
で
あ
る
。

杉
本
議
員　

来
場
者
へ
造
り
物
の
設

置
場
所
等
の
情
報
提
供
と
し
て
、
現

在
、
作
成
し
て
い
る
「
造
り
も
ん

マ
ッ
プ
」
を
よ
り
充
実
し
て
も
ら
い

た
い
。

園
村
経
済
部
長　

案
内
マ
ッ
プ
の
設

置
箇
所
を
工
夫
し
、
お
客
様
の
回
遊

を
高
め
る
対
策
を
講
じ
た
い
。

杉
本
議
員　

今
日
の
経
済
状
況
下
に

お
い
て
、
花
火
大
会
等
の
開
催
に
つ

い
て
支
障
は
出
な
か
っ
た
か
。

園
村
経
済
部
長　

経
済
不
況
下
で
あ

り
、
協
賛
事
業
所
の
減
少
等
が
予
想

さ
れ
、
花
火
大
会
が
実
施
で
き
る
か

心
配
さ
れ
た
が
、
商
工
会
等
の
懸
命

の
努
力
に
よ
り
例
年
以
上
の
花
火
大

会
が
実
現
で
き
た
。

杉
本
議
員　

地
蔵
ま
つ
り
の
経
済
効

果
と
今
後
の
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

地
蔵
ま
つ
り
と
言
え
ば

宇
土
市
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
多
く

の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

様
々
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、
本

市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
へ
と
繋
が
っ
た
。

市
民
へ
の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
提
供

と
と
も
に
今
後
も
伝
統
あ
る
地
蔵
ま

つ
り
が
継
承
発
展
す
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

杉
本
信
一　
議
員

（
新
世
紀
ク
ラ
ブ
）



９

一般質問

平成２１年１１月１５日

宇城広域連合消防本部

宇城広域連合の今後のあり方について

宇
城
広
域
連
合
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て 

西
山（
誠
）議
員　

富
合
町
・
城
南
町

が
熊
本
市
と
合
併
し
、
平
成　

年
３

２６

月
に
宇
城
広
域
連
合
を
離
脱
し
よ
う

と
す
る
中
で
、
広
域
連
合
の
今
後
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

田
口
市
長　

宇
城
広
域
連
合
の
大
き

な
施
設
を
２
市
１
町
で
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
、
相
当
厳
し
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
広
域
消
防
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
を
４
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
広
域
再
編
を
行
う
と
い
う
動
き

が
あ
り
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
県
が
上
益
城
と
宇
城
を
一
つ
の

エ
リ
ア
と
し
て
清
掃
業
務
の
再
編
成

を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
宇

土
富
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場

に
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
期
限
内
に

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

火
葬
場
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
は
統
合
す
る
形
に
で
き
れ
ば
、
大

き
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。定

住
交
流
構
想
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て 

西
山（
誠
）議
員　

市
長
は
後
期
基
本

計
画
に
「
定
住
と
交
流
」
を
掲
げ
て

い
る
が
、
現
在
、
人
口
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
原
因
と
今
後
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

田
口
市
長　

宇
土
、
花
園
、
轟
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
他
の
４
地
区
の

人
口
が
減
少
し
、
特
に
網
田
地
区
の

減
少
が
著
し
く
、
全
体
と
し
て
引
き

下
げ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

宇
土
市
を
魅
力
あ
る
地
域
に
す
る
た

め
に
は
、
宇
土
駅
周
辺
に
副
都
心
的

な
整
備
を
進
め
、
定
住
交
流
都
市
構

想
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
部
地
域

に
つ
い
て
は
、
地
域
高
規
格
道
路
の

「
熊
本
・
宇
土
道
路
」「
宇
土
道
路
」

の
整
備
が
進
め
ば
、
必
ず
イ
ン
タ
ー

付
近
に
は
雇
用
の
場
の
確
保
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
に
応

じ
た
定
住
構
想
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

来
年
春
に
行
わ
れ
る
市
長

選
へ
の
出
馬
意
向
に
つ
い

て 
西
山（
誠
）議
員　

厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
宇
土
市
が
抱
え
て
い
る
諸
問

題
を
解
決
で
き
る
の
は
、
田
口
市
長

し
か
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
来
年

春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
長
選
挙
に

出
馬
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
、
田
口

市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

田
口
市
長　

政
権
交
代
が
な
さ
れ
て
、

今
後
、
国
と
地
方
の
役
割
は
ど
う
な

る
の
か
、
地
方
分
権
の
流
れ
が
ど
の

よ
う
な
形
で
進
む
の
か
考
え
て
き
た
。

そ
し
て
出
処
進
退
に
つ
い
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
方
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

自
分
な
り
に
充
分
考
え
、
悩
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
議
員
各
位
の
協
力
を
お

願
い
で
き
れ
ば
、
引
き
続
き
市
政
を

担
当
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に

至
っ
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
た
い
。

西
山
誠
一　
議
員

（
愛
市
同
友
会
）



１０うと市議会だより　第２７号

委員会報告

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

　

論
議
さ
れ
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
委
員
か
ら
、
宇
土
市
駅
前
広
場
条
例
で
駐

車
場
に
つ
い
て
の
事
項
を
定
め
て
あ
る
が
、
駐
車
可

能
台
数
と
料
金
の
設
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
駐
車
パ
ー
キ
ン
グ
設
置
に
掛
か
る
コ
ス
ト
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
収
支
的
に
赤
字
に
な
ら
な
い
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、
駐
車
場
は
、
東

口
に　

台
、
西
口
に
４
台
設
置
し
、
入
庫
か
ら　

分

２２

３０

ま
で
は
無
料
、　

分
を
超
え
る
場
合
は　

分
増
す
ご

３０

３０

と
に
１
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
駐
車
場
の
機
械
設
置

費
と
し
て
は
、
東
西
合
わ
せ
て
１
、
５
０
０
万
円
程

度
掛
か
り
ま
す
が
、
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
駐
車

場
は
収
入
を
上
げ
る
た
め
で
は
な
く
、
駅
利
用
者
が

切
符
を
購
入
す
る
た
め
に
短
時
間
利
用
さ
れ
る
場
合

な
ど
を
無
料
と
し
ま
す
。
時
間
に
関
係
な
く
全
て
無

料
に
し
た
場
合
、
通
勤
、
通
学
で
の
長
時
間
駐
車
や
、

廃
車
な
ど
の
投
棄
、
無
断
駐
車
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、
先
進
地
を
参
考
に
し
た
結
果
、　

分
以
上
は

３０

有
料
と
し
ま
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
鹿
児
島
本
線
宇
土
駅
構
内
自
由
通
路
新
設

工
事
の
施
工
に
関
す
る
協
定
の
変
更
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
、
ま
ず
、
委
員
か
ら
、
協
定
金
額
変
更
の
理

由
、
根
拠
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、

平
成　

年
３
月
６
日
に
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と

２０

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
協
定
額
の
算
定

は
、
平
成　

年　

月
時
点
の
鋼
材
な
ど
の
単
価
に
よ

１９

１０

り
見
積
も
り
、
算
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
世
界

的
な
鋼
材
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
工
事
発
注
時
に
鋼

材
単
価
が
高
騰
し
た
こ
と
。
ま
た
、
自
由
通
路
基
礎

杭
工
事
の
工
法
変
更
な
ど
の
増
額
が
主
な
理
由
で
、

協
定
金
額
の
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
協
定
額
変
更
に
関

す
る
条
文
は
、
協
定
書
に
定
め
ら
れ
て
あ
る
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
て
は
、
第
５
条
に
工
事
費
に
変
動
を

き
た
す
場
合
の
条
項
が
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
基
づ
き
、
新
た
に
算
定
を
行
っ
て
い
ま
す
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
の
経
済
危
機
対
策
関
連
事
業
と
し
て
、

道
路
関
係
で
約
５
億
４
、
８
０
０
万
円
の
増
額
補
正

が
あ
っ
て
い
る
が
、
予
算
要
求
す
る
に
あ
た
り
、
工

事
箇
所
や
そ
の
内
容
を
積
み
上
げ
て
算
出
し
た
補
正

額
な
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
基
本
的
に
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
修
繕
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
修
繕
料
を
積
み
上
げ
て
算
出
し
た
要
求
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

工
事
発
注
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
地

元
建
設
業
者
を
指
名
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
。
本
委
員

会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
認
定
及
び
可
決
い
た
し
ま
し

た
。

　

論
議
さ
れ
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
消
防
団
員
の
定
数
を
削
減
す
る
に

あ
た
っ
て
、
消
防
団
の
体
制
は
維
持
で
き
る

の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、
消

防
団
員
の
募
集
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い

る
が
、
農
村
部
の
人
口
の
減
少
、
勤
務
地
の

遠
隔
化
な
ど
で
消
防
力
の
整
備
指
針
に
基
づ

く
消
防
団
員
数
に
は
届
い
て
い
な
い
。
ま
た
、

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
支
出
さ
れ
る
負

担
金
が
条
例
定
数
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
た
め
、

実
人
員
に
即
し
て
定
数
を
改
正
し
な
け
れ
ば

市
が
余
分
な
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

た
め
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
宇
土
駅
西
口
、
東
口
駐
輪
場
の
管

理
は
ど
こ
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
何
台
利
用

で
き
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か

ら
、
西
口
駐
輪
場
の
管
理
は
以
前
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
あ
り
、
東

口
に
つ
い
て
も
同
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
予

定
で
あ
る
。
利
用
台
数
は
、
西
口
３
５
０
台
、

東
口
３
１
０
台
の
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
ほ
か
、
財
政
課
か
ら
平
成　

年
度

２０

宇
土
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
、
他
の

全
て
の
会
計
に
お
い
て
、
赤
字
が
発
生
し
て

い
な
い
た
め
、
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
実
質
公
債
比
率　

・
５
％
、
将
来
負

１５

担
比
率　

・
６
％
の
い
ず
れ
も
が
本
市
に
お

９２

い
て
は
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
て
お
ら
ず
、

良
好
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
。

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　

ま
た
、
陳
情
第
２
号
「
地
方
切
り
捨
て
の

地
方
分
権
・
道
州
制
は
行
わ
ず
、
安
全
・
安

心
な
国
土
づ
く
り
を
国
に
求
め
る
陳
情
書
」

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
継
続
審
査
と
い

た
し
ま
し
た
。

堀内千秋委員長

経
済
建

経
済
建
設設

芥川幸子委員長

総
務
市

総
務
市
民民

総
務
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

　

９
月
９
日
に
経
済
建
設
委
員
会
、　

日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、　

日
に
総
務
市
民

１０

１１

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



１１ 平成２１年１１月１５日

報告委員会
　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

２１

号
）
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

学
校
教
育
課
の
「
宇
土
小
学
校
改
築
費

（
Ⅱ
期
工
事
前
倒
し
分
）
８
億
７
、
４
８
４

万
８
千
円
」、「
網
津
小
学
校
改
築
費
（
Ⅱ
期

工
事
前
倒
し
分
）
４
億
９
、
２
３
３
万
７
千

円
」。
こ
れ
は
、
宇
土
小
学
校
（
校
舎
・
屋

内
運
動
場
）
お
よ
び
網
津
小
学
校
（
校
舎
）

の
改
築
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
当
初
の
事
業
計
画
で
は
平
成　
２２

年
度
に
予
算
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
も
の

で
す
が
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
を
活

２１

用
し
計
画
を
前
倒
し
で
予
算
計
上
す
る
こ
と

で
、
補
助
基
準
単
価
の
増
額
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
こ
の
増
額
と
な
っ
た
補
助
単
価
の
残

り
の
部
分
（
補
助
裏
）
に
今
年
度
限
り
の

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」

を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市

の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
回
計
上

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

論
議
さ
れ
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
委
員
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
設
置

に
つ
い
て
、
本
来
８
校
に
設
置
す
る
計
画
を

し
て
い
た
も
の
を
２
校
に
選
定
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
補
正
理
由
の
説
明
は
聞
い
た
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
執
行
部
か
ら
当
初
８
校
に
設
置
を
計

画
し
、
国
に
事
業
計
画
を
提
出
。
８
校
の
設

置
は
認
め
ら
れ
、
補
助
金
内
定
額
は
示
さ
れ

た
も
の
の
、
全
国
的
な
応
募
で
あ
っ
た
た
め

多
く
な
り
、
当
初
、
実
工
事
費
と
言
っ
て
い

た
の
が
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
ま
ま
８
校
に
設
置
す
る
と
一
般
財
源
が
大

幅
に
増
加
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
設
置
数
を
減
ら
し
て
も
内
定
額

内
で
あ
れ
ば
補
助
金
の
充
当
が
可
能
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
市
の
負
担
を
考
え
８

校
か
ら
２
校
（
花
園
小
学
校
・
網
田
中
学

校
）
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
委
員
か
ら
、
残
り
の

学
校
に
つ
い
て
も
計
画
を
も
っ
て
出
来
れ
ば

設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
。

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
第
３
号
「
社
団
法
人
宇
土
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
」
に

つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
採
択
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

９
月
３
日
、
執
行
部
出
席
の
も
と
本
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
網
田
地
区
の
地
域
高
規
格
道
路
（
城

塚
〜
網
田
区
間
）
整
備
促
進
期
成
会
と
合
同
で
、
熊

本
県
、
国
交
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
及
び
国
交
省

九
州
地
方
整
備
局
に
対
し
、
昨
年
同
様
の
官
民
一
体

と
な
っ
た
要
望
活
動
。
７
月　

日
に
は
、
地
元
選
出

１６

国
会
議
員
お
よ
び
国
交
省
本
省
へ
の
要
望
活
動
を
行

い
、
新
た
に
「
宇
土
道
路
（
城
塚
町
〜
上
網
田
町
）

の
早
期
工
事
着
手
を
図
る
こ
と
。」
を
加
え
た
、
４

項
目
の
要
望
重
点
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら
な

る
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び
国
交

省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
熊
本
・
宇
土
道
路
の
用
地
取
得
の
状
況
に

つ
い
て
、
宇
土
市
側
は
、
面
積
ベ
ー
ス
で
９
０
０
㎡

増
、
０
・
８
％
の
伸
び
率
、
地
権
者
ベ
ー
ス
で
４
人

増
、
３
・
８
％
の
伸
び
率
。
熊
本
市
側
で
は
、
面
積

ベ
ー
ス
、
地
権
者
ベ
ー
ス
と
も
に
進
捗
は
あ
っ
て
い

な
い
。
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
熊
本
・
宇
土

道
路
」
で
、　

年
度
予
算
で
の
工
事
計
画
は
、
今
の

２１

と
こ
ろ
８
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
件
を
９
月
に
発
注

す
る
予
定
。
４
件
の
う
ち
、
宇
土
市
側
が
３
件
、
熊

本
市
側
が
１
件
と
な
っ
て
い
る
。
工
事
内
容
に
つ
い

て
は
、
１
件
が
農
免
道
路
の
ボ
ッ
ク
ス
工
事
で
、
２

件
が
地
盤
改
良
工
事
と
水
路
の
付
け
替
え
工
事
で
あ

る
。
ま
た
、
宇
土
市
の
地
権
者
数
が　

人
か
ら　

人

８５

８６

に
変
更
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
権
者
に
相
続

が
発
生
し
、
建
物
と
土
地
を
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
者
に

分
け
て
補
償
し
た
た
め
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、「
宇
土
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
図
化
業
務

と
環
境
調
査
を
発
注
済
み
で
、
図
化
業
務
に
つ
い
て

は
、
図
化
作
成
後
、
地
質
調
査
の
た
め
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
６
ヶ
所
程
予
定
し
て
お
り
、
調
査
結
果
に
よ
り

ル
ー
ト
を
決
定
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
よ
り
、
用
地
取
得

に
お
い
て
、
地
権
者　

人
の
方
の
用
地
買
収
が
済
ん

１６

で
い
な
い
が
、
理
由
は
あ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

主
な
理
由
と
し
て
、
用
地
買
収
を
始
め
て
か
ら
年
数

が
経
過
し
て
お
り
、
当
初
提
示
し
た
買
収
単
価
よ
り
、

地
価
が
下
落
し
た
た
め
に
単
価
が
下
が
っ
て
い
る
の

で
、
価
格
面
で
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
の
説
明
が
、

執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
よ
り
、
政
権
交
代
に
よ
り
道
路
財
源

に
も
影
響
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、

予
算
の
削
減
、
凍
結
、
繰
越
し
な
ど
の
情
報
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
当
委
員
会
に
報
告
を
す
る
よ
う
に
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

と
陳
情
形
態
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
今
後
、

ど
う
い
う
陳
情
方
法
が
い
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
委
員
会
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
と
の
答
弁
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会会

文
教
厚

文
教
厚
生生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

村田宣雄委員長

岩本廣海委員長



１２うと市議会だより　第２７号

　平成２１年第３回宇土市議会定例会議決結果一覧　
【市長提出議案】

付託委員会議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号
経済建設原案認定９月１７日９月２日平成２０年度宇土市水道事業会計決算の認定について第７１号

総務市民原案可決〃〃宇土市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部
を改正する条例について第７２号

〃〃〃〃宇土市駐輪場条例について第７３号

経済建設〃〃〃宇土市農村運動広場施設等の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について第７４号

〃〃〃〃宇土駅自由通路条例について第７５号
〃〃〃〃宇土市駅前広場条例について第７６号

〃〃〃〃宇土市下水道条例及び宇土市漁業集落排水施設条例の一部を改正
する条例について第７７号

〃〃〃〃宇土市公共下水道運営基金条例について第７８号
〃〃〃〃宇土市道路線の認定について第７９号

〃〃〃〃鹿児島本線宇土駅構内自由通路新設工事の施行に関する協定の変
更協定の締結について第８０号

総務市民
経済建設
文教厚生

〃〃〃平成２１年度宇土市一般会計補正予算（第４号）について第８１号

文教厚生〃〃〃平成２１年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ
いて第８２号

経済建設〃〃〃平成２１年度宇土市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につ
いて第８３号

〃〃〃〃平成２１年度宇土市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて第８４号

文教厚生〃〃〃平成２１年度宇土市老人保健医療特別会計補正予算（第１号）につ
いて第８５号

〃〃〃〃平成２１年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第１号）について第８６号

経済建設〃〃〃平成２１年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計補正予算
（第１号）について第８７号

文教厚生〃〃〃平成２１年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に
ついて第８８号

経済建設〃〃〃平成２１年度宇土市水道事業会計補正予算（第２号）について第８９号
原案同意９月１７日９月１７日宇土市教育委員会委員の任命について第９０号

【議員提出議案】

議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号

原案可決９月１７日９月１７日地方自治の継続性を守るための予算執行を求める意見書発議
第３号

【報告】

報告月日件　　　　　　名報告番号
９月２日平成２０年度宇土市財政の健全化判断比率について第１１号
９月２日平成２０年度宇土市簡易水道事業資金不足比率について第１２号
９月２日平成２０年度宇土市公共下水道事業資金不足比率について第１３号
９月２日平成２０年度宇土市漁業集落排水施設整備事業資金不足比率について第１４号
９月２日平成２０年度宇土市水道事業資金不足比率について第１５号
９月２日専決処分の報告について　専決第１４号　損害賠償額の決定について第１６号
９月２日専決処分の報告について　専決第１６号　損害賠償額の決定について第１７号
９月２日専決処分の報告について　専決第１８号　損害賠償額の決定について第１８号
９月２日専決処分の報告について　専決第１５号　訴えの提起について第１９号
９月２日専決処分の報告について　専決第１７号　訴えの提起について第２０号

　平成２１年第３回定例会陳情議決結果　
議決結果付託委員会　陳　情　の　件　名受理番号

継続審査総務市民地方切り捨ての地方分権・道州制は行わず、安全・安心な国土
づくりを国に求める陳情書

平成２１年
２

陳　情
採択文教厚生要請書について（シルバー人材センター事業の発展が図られる

よう支援と協力を要請）
平成２１年
３

【議員派遣の件】

議決の結果議決月日提案月日目　　　的
原案可決９月１７日９月１７日第２４１回熊本県市議会議長会出席のため



１３ 平成２１年１１月１５日

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

◆
宇
土
市
立
宇
土
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運

動
場
改
築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

・
協
定
の
金
額　
　

億
５
、
２
４
０
万
円

１３

・
協
定
の
相
手
方　
　

株
式
会
社
小
竹
組

◆
宇
土
市
立
網
津
小
学
校
校
舎
改
築
本
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
協
定
の
金
額　

５
億　

万
円

６４

・
協
定
の
相
手
方　
　

株
式
会
社
小
竹
組

　

こ
の
２
議
案
は
、
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
第
２
条
に
定
め
る
予
定
価
格

１
億
５
、
０
０
０
万
円
以
上
の
工
事
の
請

負
に
関
す
る
契
約
で
あ
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
要
す
る
も
の
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予

２１

算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、
６
２
０
万
３

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
５
４
億
２
、

８
８
０
万
円
と
す
る
。
補
正
の
内
容
は
、

国
が
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
優
先
接
種
者
の
う
ち
生
活
保
護
世
帯

及
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
者
に
対
す
る

接
種
費
用
の
全
額
免
除
に
要
す
る
経
費
、

並
び
に
市
単
独
と
し
て
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
課
税
世
帯
の
１
歳

児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
者
に
対
し
、
接
種

費
用
の
半
額
助
成
に
必
要
な
経
費
を
計
上

す
る
も
の
。

「地産地消」への取り組み

　宇土市議会地産地消推
進議員連盟（１０人）では、
地産地消の推進を図るた
め、９月３０日（水）に会議
を開催し、１．目的につ
いて　２．有機農産物等
の認証について　３．食
の安心・安全について　
４．生産者の登録制につ
いて　５．生産出荷体制
について　６．販売所（直売所）・イベントについて　７．学校給食へ
の導入についてなどを各種関係団体および市執行部と意見交換会を
開催しました。
　なお、１１月末をめどに、市執行部に対し地産地消の推進行動計画
について提言をする予定です。
【各種関係団体等の出席者】
　①宇土マリーナ物産館出荷協議会　②食生活改善推進協議会
　③宇土市物資納入組合（野菜部会）　④住吉漁業協同組合
　⑤ＪＡ熊本宇城宇土地区代表理事　⑥宇土市ＰＴＡ連絡協議会
　⑦宇土市地域婦人会連絡協議会　　⑧くまもとふるさと食の名人
　⑨宇土市商工会　　　　　　　　　⑩宇土市商店会
　⑪有機農業団体
　⑫農林水産課・給食センター・商工観光課

◇議会傍聴席は市役所議会棟２階
の議場内にあります。傍聴席入
り口で必要事項をご記入のうえ、
席へお着きください。また、委
員会傍聴については議会事務局
にて受付をお願いします。

◇本会議の傍聴席の定員は５５人で
す。

◇委員会傍聴については、委員会
室の広さ・内容等により人員を
制限する場合がありますのでご
了承ください。

◇原則として、本会議、委員会は
午前１０時開会ですが、議事の都
合で変更する場合があります。

　市議会では市民の皆さんの生活
に密着した問題が審議されていま
す。身近な市政を知るために、ぜ
ひ一度傍聴してみませんか。

平
成

年
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議会を傍聴しませんか
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　市のホームページで、本会議の議事録を公開し
ております。
　公開内容は、本会議（定例会・臨時会）の議事
録です。
　［アドレス］http://www.city.uto.kumamoto.jp
　［お問い合せ］０９６４−２２−１１１１　内線２６１１
　本会議の議事録（冊子）は、市情報公開コーナ
ー（市役所１階ロビー）、市立図書館で閲覧できま
す。
　なお、平成２１年第３回定例会の議事録は、次回、
平成２１年第４回定例会以降、閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中、本会議（定例会・臨時会）の模様
を生中継で市役所１階ロビー・網津支所・網田支
所に設置されているテレビモニターでご覧になれ
ます。

市議会 かか らら のの お 知 らせ解
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編 集 後 記
　本年は、水害や台風の被害もなく実りの秋を迎
え、各地域の水田は 黄  金  色 に彩り、稲穂は黄金の

こ がね いろ

輝きをし、収穫の時期を迎えています。
　さて、８月に行われた総選挙において、長年続
いた自民党政権から民主党政権に交代し、政策は
「コンクリートから人にやさしい政治」への政策
転換が行われています。地方議会議員は、国の政
策の動向を見極めながら予算、決算のチェック機
能の充実、政策企画能力の向上など、各々が研鑚
を図り、執行部に対し、建設的な意見と提言をす
ることが、今日、求められていると思います。
　議会一丸となり宇土市の活性化のために頑張ろ
う！
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　経済建設委員会１４日　開　会４日
　文教厚生委員会１５日　特別委員会７日
　閉　会２１日　質疑・一般質問８、９、１０日

　総務市民委員会１１日 （会期１８日間）

月定例会会期日程１２
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